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	校　種
	講座番号

	平成２９年度
	高・特
	２１３０


　授業改善講座　高　生活産業

～家庭・福祉の教材開発

　　　　　今,実技指導力を高めるとき～


１　ねらい

（Ｇ１）教科「家庭」被服分野の指導内容について知識・技能を広く深める。また，被服実習に関する教員の実技指導力を向上させる。

（Ｇ２）教科「家庭」食物分野の指導内容について知識・技能を広く深める。また，食物実習に関する教員の実技指導力を向上させる。

（Ｇ３）教科「家庭」保育分野の指導内容について知識・技能を広く深める。また，保育実習に関する教員の実技指導力を向上させる。

（Ｇ４）教科「福祉」の地域福祉分野の指導内容について知識・技能を広く深める。また，介護技術に関する教員の実技指導力の向上させる。
２　対象及び定員　
　Ｇ１,Ｇ２,Ｇ３は高校・特別支援学校等の「家庭」を担当する教員（講師・実習助手を含む）。Ｇ４は高校の「福祉」を担当する教員（講師・実習助手を含む）。
３　期　日　　　Ｇ１被服分野：７月２８日（金）９：３０～１６：００　　　
　　　　　　　　Ｇ２食物分野：７月２８日（金）９：３０～１６：００
　　　　　　　　Ｇ３保育分野：７月２８日（金）９：３０～１６：００
　　　　　　　　Ｇ４福祉　　：７月３１日（月）９：３０～１６：００
４　会　場　　　Ｇ１：岐阜女子大学　　　　　　　　岐阜市太郎丸８０

　　　　　　　　Ｇ２：岐阜女子大学　　　　　　　　岐阜市太郎丸８０

　　　　　　　　Ｇ３：岐阜女子大学　　　　　　　　岐阜市太郎丸８０

Ｇ４：岐阜各務野高等学校　　　　　各務原市鵜沼各務原町８－７－２
　　

５　当日持参資料　

Ｇ１：裁縫道具,材料費　300円
　　Ｇ２：エプロン,三角巾,マスク,ふきん,材料費　1,000円
　　Ｇ３：折り紙,のり,紙切りはさみ, 水性サインペン（多色），新聞紙１日分と広告数枚，リュクサック（重さ体験で使用），母子手帳（自身のもの，子どものものでも可）飲み物，汗ふきタオル，新生児肌着・ベビー服・靴下等（可能であれば）
　　　　　軽い運動ができる服装
　　Ｇ４：介護実習ができる服装（実習靴）　　　　
６　日程と内容

Ｇ１（被服分野）
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	7/28
(金)

	９：３０
９：４０
	【オリエンテーション】
・日程説明,講師紹介
	講座担当者


	
	９：４０

１２：００
	【講義・演習】【実習】

・被服製作実習（和手芸）の指導方法の工夫と実践
	岐阜女子大学

　家政学部

　生活科学科

　特任准教授

児玉　愛子　氏

	
	　昼食
	

	
	１３：００

１５：３０
	・和手芸

・浴衣の着付け
	

	
	１５：３０
１６：００
	【研修のまとめ】
・意見交流
	講座担当者

	Ｇ２（食物分野）

	７/28
(金)

	９：３０
９：４０
	【オリエンテーション】
・日程説明,講師紹介
	講座担当者


	
	９：４０

昼食

(13:30～

14:30）

１５：３０
	【講義・演習】【実習】
・食物調理実習における指導方法の工夫と実践
調理実習による料理の試食(昼食)
～青年期の食事（鉄・Ca強化）～
　　～ソフト食の実践～
	岐阜女子大学

　家政学部

　健康栄養学科

　教授　

水野　幸子 氏

	
	１５：３０
１６：００
	【研修のまとめ】
・意見交流
	講座担当者


	

Ｇ３（保育分野）

	７/28
(金)

	９：３０
９：４０
	【オリエンテーション】
・日程説明,講師紹介
	講座担当者


	
	９：４０

１２：００
	【講義・演習】【実習】
・保育分野における交流実習の指導方法の工夫と実践
	岐阜女子大学

　文化創造学部

　文化創造学科

　講師　

位田　かづ代　氏

	
	　昼食
	

	
	１３：００
１５：３０
	・保育分野における交流実習の指導方法の工夫と実践
	

	
	１５：３０
１６：００
	【研修のまとめ】
・意見交流
	講座担当者


	Ｇ４（福祉）

	７/31
(月)

	９：３０
９：４０
	【オリエンテーション】
・日程説明,講師紹介
	講座担当者

	
	９：４０
１２：３０
	【講義・演習】

・地域福祉に関する指導方法の工夫と実践
	のぞみの丘ホスピタル地域支援部長

臼井潤一郎　氏

	
	　昼食

	
	１３：３０

１５：３０
	【実習】
・介護技術実習の指導方法の工夫と実践
	講座担当者

	
	１５：３０
１６：００
	【研修のまとめ】
・意見交流
	講座担当者



□備　考
・欠席，遅刻，早退などの手続きは，総合教育センターＨＰ上の「研修講座に申し込む」→「受講についての案内」のページを参照の上，所定の様式にて届け出てください。
・総合教育センターの研修者用駐車台数は限られています。公共交通機関の利用に御協力願います。
・利用可能日を確認の上，臨時駐車場の利用に御協力願います。

・この講座についての問い合わせや急な遅刻・欠席等の場合は，下記へ連絡してください。

電話　０５８－２７１－３４５６（教育研修課　専門研修係）

平成２８年度 受講者の声





　


実習指導のポイントをおさえた丁寧な説明が大変わかりやすかったです。　研修に参加された他校の先生方と,生徒に指導するときの効果的な方法について情報交換することができ有意義な交流がもてました。


また、実習を体験的に学びながら,生徒が何処でつまづくのかを確かめたり,効果的な実習指導の方法を探究することができました。まず教員がやってみることの必要性と,実技指導におけるエビデンスを示すことの大切さを実感することができました。








